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地震時の行動

地震発生時の対応を確認しましょう

地震直後の行動

地震後の行動

問い合わせ／市総務防災課防災グループ　☎23‐6380

地震への備え

　地震はいつどこで起こるかわかりませ
ん。また、こうすれば被災しないという
方法がありませんので「命を守る」「け
がをしない」ための環境づくりをするこ
とが、地震対策の第一歩です。
　大地震ではテレビや電子レンジなどの
電化製品が宙を飛び、家具類が転倒、食
器棚の食器などが落下・散乱して怪我を
誘発し、避難行動を阻害する要因にもな
り、地震における負傷者の30~50％は
これらのことが原因となっています。

身近にできることを今のうちに！
下記のことに取り組みましょう！
・�家具は、L字金具などで壁に直接固定
したり、家具の上部と天井の間に、
伸縮棒などで固定する
・�食器棚などの観音開きの扉には、扉
開放防止器具を設置する
・�家電は、壁などに固定された家具に直
接固定、粘着マットで家具に接着する
・�ガラスの破損を防止するためには、
ガラス飛散防止フィルムを貼付する
・�寝る場所や座る場所にはなるべく家具を
置かない、または置き方を工夫する

・揺れを感じたり、緊急地震速報を受けた時は、身の安全を最優先にする。
・�丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子をみる。

・�火を使っている時は、揺れがおさまってから、慌てずに火の始末をする。
   出火した時は落ち着いて消火する。
・屋内で転倒・落下した家具類やガラスの破片などに注意する。
・窓ガラス、看板などが落ちてくるので、外にとび出さない。
・揺れがおさまった時に、避難ができるよう出口を確保する。
・屋外で揺れを感じたら、ブロック塀などには近寄らない。

・�地域に火災の危険が迫り、身の危険を感じたら、指定緊急避難場所など安
全なところに避難する。
・�沿岸部では、大きな揺れを感じたり、津波警報が出されたら、高台などの
安全な場所に素早く避難する。
・ラジオやテレビ、消防署、市役所などから正しい情報を得る。
・我が家の安全を確認後、近隣の安否を確認する。
・倒壊建物や転倒家具などの下敷きになった人を近隣で協力し、救出・救護する。
・避難が必要な時には、ブレーカーを切り、ガスの元栓を閉めて避難する。

災害に備えよう  -災害は突然身近に-
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場　所 期　限
稚内市役所2階（プレミアム
付商品券事業推進本部）

令和2年2月28日（金）
（土日祝日除く）
時間：8時45分～
　　　　　17時30分宗谷支所・沼川支所

市内郵便局（※）
令和2年2月28日（金）
（土日祝日除く）
時間：9時～ 17時

※�稚内郵便局、宗谷郵便局、沼川郵便局、宗谷岬郵便局、
声問郵便局、稚内港郵便局、抜海郵便局、勇知郵便
局、稚内宝来郵便局、稚内南郵便局、稚内潮見郵便局、
稚内萩見郵便局

商品券の購入場所と購入期限プレミアム付商品券事業のお知らせ

問い合わせ／�プレミアム付商品券事業推進本部（市地方創生課）
　　　　　　☎23‐6215

　消費税率の引上げが家計に与える影響を緩和するとともに、地域の消費
を下支えするためにプレミアム付商品券を発行しています。
　購入対象者の範囲や購入にあたっての手続き、注意事項などについては
広報わっかない9月号をご確認ください。

商品券使用可能期間／10月1日（火）～令和2年3月31日（火）
商品券使用可能店舗／市ホームページまたは稚内商工会議所ホームページ
　　　　　　　　　　をご確認ください。


